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Abstract：The purpose of this study is to clarify the curent situation of the hardship of school teachers and 
countermeasures for balancing work/life of them by the municipal board of education through the questionnaire 
survey. As a result of the survey, 47.4% of the municipalities conducted their own work/life balance surveys, 
but 66.7% of which were not publicized. The major burdens for teachers are responding to complaints of 
parents and responding to problematic behaviors of children. The less burdensome items are the instructions for 
early-morning study and for cleaning. Most of the weekday excess works are supporting/instructing club 
activities, preparing teaching materials, and meeting with parents. On holidays, most duties are 
supporting/instructing club activities, scoring grades and preparing for school events. The establishment of the 
busyness elimination review commitee and the creation of a busyness elimination plan are undecided in most 
municipalities. In addition, the causes of the busyness of teachers considered by the municipal board of 
education are supporting/instructing club activities, meeting parents, and guidance for children. The measures 
to eliminate such busyness are seting a day of no club activities, seting a school closed day, and raising 
awareness of overtime work.
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表９　多忙化解消周知方法 （複数可）
市町村数
多忙化解消周知方法
％計町村市
０.００００１宣言をした
１５.８３１２２研修をした
２６.３５３２３特にしなかった
５７.９１１７４４その他
―１９１１８計
表１０　多忙化解消根拠規定 （複数可）
市町村数
多忙化解消根拠規定
％計町村市
１０.５２０２１衛生管理規定
５.３１０１２健康障害防止対策要綱
１０.５２１１３県条例準用
２１.１４３１４その他
５７.９１１７４５基づく規定はない
―２０１１９計
表１１　教育委員会が考える多忙化原因　　（複数可）
市町村数
教育委員会が考える多忙化原因
％計町村市
１５.８３０３１個に応じた学習指導（課外授業を含む）
２１.１４１３２会議・打合せ
３６.８７４３３校務分掌に係る業務
６８.４１３７６４児童・生徒指導
４２.１８２６５特別な支援を要する児童生徒への対応　
３１.６６３３６学校行事　
５７.９１１５６７出張，研修会等への参加（資料準備を含む）
５７.９１１７４８各種調査，アンケート等の処理
２１.１４２２９各種大会，コンクールへの参加
２６.３５２３１０外部との連絡調整　
２１.１４１３１１提出物や成績の処理
２６.３５２３１２教材研究・教材の準備
４２.１８３５１３研究校，学校課題
８９.５１７１０７１４保護者への対応
９４.７１８１０８１５部活動の指導
１５.８３１２１６学年・学級経営
１５.８３１２１７学校内外の安全安心の確保
１５.８３２１１８ICT機器活用推進
２６.３５２３１９作品募集に係る業務
１０.５２０２２０学校評価，教職員評価
１０.５２０２２１集金等の事務処理　
０.００００２２その他
―１４２６５７７計
表１２　メンタルヘルス対策 （複数可）
市町村数
メンタルヘルス対策
％計町村市
５.３１１０１元職員を採用し相談体制をとっている
４２.１８５３２共済組合と連携し健康相談事業を行っている
３６.８７３４３その他
２６.３５４１４なし
―２１１３８計
表１３　多忙化解消支援策 （複数可）
市町村数
多忙化解消支援策
％計町村市
１０.５２１１１勤務時間の現状を把握するため出退勤システムの導入
７３.７１４８６２時間外勤務の意識の啓発
０.００００３勤務時間外の電話対応や家庭訪問等は行わない
８４.２１６１１５４夏季休業中等の学校完全閉庁日の設定
９４.７１８１０８５部活動休養日の設定
２６.３５２３６部活動指導員の増員
０.００００７登校時間の設定（生徒の早すぎる登校の制限）
１０.５２１１８その他
０.００００９なし
―５７３３２４計
表１４　意識改革の取り組み（自由記述のまとめ）
市町村数意識改革の取り組み
（自由記述のまとめ） ％計町村市
１０.５２１１管理職の意識改革に取り組んでいる
５.３１０１調査結果をもとに勤務時間の管理を促す
５.３１０１できることできないことをまとめる
１０.５２０２管理職が勤務時間を把握し指導する。
５.３１１０面接時に働き方の意識の向上を図っている。
５.３１１０町内全校順次タイムカード導入による意識の向上
１０.５２２０校長会で話し合うなど校長と連携し意識の向上
１０.５２２０各校で取り組む，検討してもらう
５.３１０１していない
３１.６６４２空白
―１９１１８計
表１５　部活動対策 （複数可）
市町村数
部活動対策
％計町村市
２１.１４２２１毎週１日　部活動を休みにしている
７８.９１５９６２毎週２日　部活動を休みにしている
０.００００３毎週３日　部活動を休みにしている
１０.５２１１４教諭以外の学校現場内の職員（講師や実習助手）による単独指導単独引率を認めている
１０.５２０２５その他
０.００００６なし
―２３１２１１計
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表１６　事務処理対策 （複数可）
市町村数
事務処理対策
％計町村市
７３.７１４７７１校務用コンピュータの整備
７８.９１５７８２校内LANの整備
２１.１４０４３校務用コンピュータを用いて指導要録が作成できるような規定等の整備
５７.９１１６５４出欠管理・成績処理・通知票・指導要録の一元化を図る校務支援システムの整備
１５.８３０３５ICT活用研修
２１.１４１３６授業情報の共有
３６.８７４３７文書の様式や事務手続きの簡略化の推進
２６.３５４１８事務連絡等送付時の鑑の省略
３１.６６３３９学校徴収金の事務処理方法の改善
５.３１１０１０その他
０.００００１１なし
―７０３３３７計
表１７　研修改善策 （複数可）
市町村数
研修改善策
％計町村市
１０.５２０２１校外研修でサテライトがあれば，参加数を増やす
５.３１０１２校内研修で大学のテレビ会議システムを利用し，大学教員による質の高い研修を行う
５.３１０１３その他
８４.２１６１１５４なし
―２０１１９計
表１８　柔軟な働き方導入 （複数可）
市町村数
柔軟な働き方導入
％計町村市
０.００００１朝方勤務
０.００００２時差出勤（子育てのため・介護のため・長距離通勤のため・健康保持のため）
４７.４９４５３その他
５２.６１０７３４なし
―１９１１８計
鳴門教育大学学校教育研究紀要１１４
